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既存のツールで生成された乱数に、確率分布補正とモーメント補正を繰り返し行うことにより、地震リス

ク評価に適した独立性と一様性の高い乱数を生成する方法を開発し、妥当性を確認した。 
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1. 緒言  

原子力発電所の安全性を向上する上で、リスク評価を行い、脆弱部を特定・補強していくことが重要であ

る。リスク評価には、数値積分を行う方法やモンテカルロシミュレーション(MCS)を行う方法等があるが、確

率モデルの構築が難しいケースや、非線形・不連続な現象を扱うケースでは、前者の方法が適用しにくいた

め、後者の MCS に基づく方法に頼らざるをえない。MCS において、少ないシミュレーション回数で安定し

た解を得るためには、良質な乱数の使用が不可欠となる。特に、地震リスク評価では、発生頻度の低い事象

を扱うため、乱数の独立性と一様性が重要な要因となる。 

本稿では、地震リスクのように極低頻度の確率分布が重要となる事象に適した乱数生成法を開発し、妥当

性を確認したので報告する。 

2. 乱数生成方法  

一般に、所定の確率分布特性を有する乱数を発生させる場合、一様乱数

を発生させた後に、所定の確率分布に変換し、所定のモーメント特性を有

する乱数に変換するプロセスを経る。本稿では、前記の方法の逆の操作を

繰り返し行うことにより、独立性と一様性の高い乱数を生成する方法を

提案する。図に提案する乱数生成のフローを示す。図に示すように、生成

した乱数にモーメント補正と確率分布補正を繰り返し行うことにより、

片方の補正で崩れた別の特性に再度補正を行うことで独立性と一様性が

高い乱数を発生させることができる。 

3. 適用例 

確率変数 1,000個の乱数セット 10万個をメルセンヌツイスタで生成し、

提案手法を適用した結果、0 相関係数の比対角項の最大値は、初期の 1.54

×10-2に対して、５回の繰り返し計算後は 1.03×10-5となった。また、頻

度区分を 1000 とした時の頻度の最大値と最小値は、初期が（1079、915）

に対して、補正後は（1002、999）と大幅な改善がみられた。 

4. 結論  

 本稿では、地震リスク評価に適した乱数生成法を提案し、妥当性を確認した。今後は、実際の問題に適用

し、有効性を確認していく予定である。 
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図 提案する乱数生成フロー 
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